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三ツ峠山から見た御坂城

御坂城跡地

吹ちゃん笛ちゃん

今期も積極的な 
活動が期待でき 
そうね～ 

いよいよ活動が 
スタートしたんだね 

6月に発足した第2期男女共同参画推進委員会では、「輝け男女笛吹プラン」を推進していくための体

制として、前推進委員会の活動を踏まえ、部会を編成し活動していくこととなりました。 

36人の委員が、それぞれ部会に属し、主体的に行動していきます。 

人が生活するための
基礎である家庭での
男女共同参画を目指
します。

家庭部会
男女が安心して働く
ことができるように、
市内事業所に働きか
けます。

職場部会

条例委員会

男女が豊かに生活で
きる活動しやすい地
域づくりを目指して、
働きかけます。

地域部会

～男女共同参画の基礎知識について学習しました～ 
新しい委員を迎えた推進委員会が、今後の活動に生かす 

ために、「男女共同参画の基礎」について山梨学院大学 

山内幸雄教授に講演していただきました。今回は、男女共同参画推進条例庁内検討委員会の委員で

ある市職員も参加しました。 

山内教授は、「男女共同参画は、さまざまな誤解を生じていて学習しなければ理解につながらない。

人を性別で見た時には、①生物学的な性差（性別としての男性・女性）、②社会的文化的に作られた

性差（ジェンダー）、③性的欲求としてのセクシュアリティに分けられ、特に社会的文化的に作られ

た性差による差別は“人権”に関わる問題である」ことを説明され、女性差別撤廃条約や裁判例な

どにも触れ、「男女の役割や特性を固定化した上で平等を考えてはいけない」と話しました。 

今回初めて「男女共同参画」について学習したという新委員だけでなく、すでに何回も学習を積

んでいるベテラン委員も男女共同参画推進の必要性を強く感じた講演会でした。 

男女共同参画推進条例の制定を目指
して、市民が条例について理解を深
められるように活動します。

　
郡
内
地
方
と
国
中
地
方
を
隔
て
る
御
坂
山
塊（
さ

ん
か
い
）は
、
古
代
か
ら
交
通
の
難
所
で
し
た
。
 

　
御
坂
山
塊
を
越
え
て
甲
斐
国
に
向
か
う
道
は
、

御
坂
路（
み
さ
か
じ
）、
若
彦
路（
わ
か
ひ
こ
じ
）、

中
道
往
還（
お
う
か
ん
）の
3
本
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
道
は
、
都
の
進
ん
だ
文
化
や
優
秀
な
人

材
を
甲
斐
国
に
運
び
ま
し
た
が
、
有
事
の
際
に
は
、

軍
隊
が
進
攻
す
る
軍
用
道
路
に
も
な
り
ま
し
た
。
 

　
甲
斐
国
を
治
め
て
い
た
武
田
家
が
滅
亡
す
る
と
、

織
田
信
長
の
家
臣
、
河
尻
秀
隆
が
支
配
を
任
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
、
本
能
寺
の
変
が
起

こ
り
、
河
尻
秀
隆
は
殺
害
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
し
て
、
北
条
氏
と
徳
川
家
康
に
よ
る
甲
斐
の
国

の
奪
い
合
い
が
起
こ
り
、
天
正
10
年（
1
5
8
2
年
）、

両
者
は
旧
御
坂
峠
付
近
で
衝
突
し
ま
す
。
 

　
天
正
10
年
7
月
8
日
、
徳
川
家
康
は
甲
州
制
圧

の
た
め
、
中
道

往
還
を
通
っ
て

富
士
河
口
湖
町

精
進
に
泊
ま
り
、

翌
9
日
に
は
甲

府
に
入
り
ま
す
。

家
康
は
、
緊
迫

す
る
戦
局
か
ら
、

8
月
10
日
に
躑

躅
ヶ
崎（
つ
つ
じ

が
さ
き
）館
か
ら

新
府
城
に
移
り

ま
す
。
北
条
氏

は
旧
御
坂
峠
に
御
坂
城
を
造
り
、
甲
府
盆
地
を
窺
 

（
う
か
が
）い
ま
す
。
 

　
天
正
10
年
8
月
12
日
、
北
条
氏
忠（
う
じ
た
だ
）

が
旧
御
坂
峠
を
越
え
る
と
、
鳥
居
元
忠（
と
り
い
も

と
た
だ
）ら
の
軍
勢
が
こ
れ
を
迎
え
撃
ち
、
御
坂
町

黒
駒
で
合
戦
と
な
り
ま
し
た
。
合
戦
で
、
北
条
方

は
約
3
0
0
人
が
討
ち
取
ら
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い

ま
す
。
武
田
家
の
旧
領
土
を
巡
る
両
者
の
争
い
は
、

天
正
壬
午（
て
ん
し
ょ
う
じ
ん
ご
）の
乱
と
呼
ば
れ

ま
す
。
 

　
甲
斐
の
戦
乱
は
、
10
月
29
日
の
講
和
を
も
っ
て

終
結
し
ま
す
。
和
平
の
条
件
に
は
、
上
野
沼
田（
現

在
の
群
馬
県
沼
田
市
）の
領
有
を
北
条
氏
に
認
め
る

代
わ
り
に
、
信
濃
佐
久
郡
と
甲
斐
都
留
郡
を
徳
川

家
康
に
割
譲
す
る
と
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
徳
川

家
康
が
甲
斐
、
信
濃
を
も
支
配
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
 

　
藤
野
木
集
落
か
ら
御
坂
路（
鎌
倉
街
道
）の
急
な

登
坂
を
約
1
時
間
半
歩
く
と
、
御
坂
城
に
到
着
し

ま
す
。
御
坂
城
は
、
甲
府
盆
地
と
郡
内
地
域
を
分

断
す
る
旧
御
坂
峠
の
尾
根
上
に
そ
の
姿
を
と
ど
め

て
い
ま
す
。
東
西
約
6
0
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
約

1
0
0
メ
ー
ト
ル
の
細
長
い
城
で
、
土
塁（
ど
る
い
）

と
深
さ
数
メ
ー
ト
ル
の
空
堀（
か
ら
ぼ
り
）に
よ
り
、

旧
御
坂
峠
の
尾
根
を
ふ
さ
ぐ
よ
う
な
形
に
造
ら
れ

て
い
ま
す
。
御
坂
城
の
よ
う
に
街
道
を
ふ
さ
ぐ
よ

う
に
造
ら
れ
る
例
は
、
北
条
氏
が
築
い
た
城
に
い

く
つ
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
こ
の
城
に
は
、
土
塁
の
ほ
か
に
も
甲
府
盆
地
側

か
ら
の
攻
め
上
が
り
を
防
ぐ
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が

見
ら
れ
ま
す
。
御
坂
町
藤
野
木
か
ら
旧
御
坂
峠
に

向
か
う
道
は
、
ジ
グ
ザ
グ
に
造
ら
れ
て
い
て
、
道

を
上
か
ら
広
く
見
通
せ
る
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
峠
手
前
に
は
「
子
持
ち
石
」
と
呼

ば
れ
る
小
石
の
山
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
甲

府
盆
地
側
か
ら
攻
め
上
る
徳
川
軍
に
対
し
て
用
意

し
た
石
つ
ぶ
て
を
貯
え
た
も
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
徳
川
家
康
の
甲
斐
支
配
に
よ
り
、
御
坂
城
は
そ

の
役
目
を
終
え
ま
す
。
甲
斐
の
安
定
と
と
も
に
御

坂
城
は
次
第
に
忘
れ
去
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
近
年
、

土
塁
や
空
堀
を
は
じ
め
と
す
る
城
の
調
査
が
行
わ
れ
、

旧
御
坂
峠
に
は
城
の
範
囲
を
示
し
た
表
示
板
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
今
で
は
、
旧
御
坂
峠
は
、
富
士
山
を
望
む
景
観

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
ま
た
天
下
茶
屋
か
ら
黒
岳
、

釈
迦
ヶ
岳
を
結
ぶ
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
と
し
て
知

ら
れ
、
多
く
の
人
々
が
訪
れ
て
い
ま
す
。
 

■問合せ先　市民環境部　市民活動支援課　市民活動支援担当　 055（262）4111 
 




